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　このたびの大地震とそれに続く津波により被災を受けられたすべての皆様に、心

よりお見舞い申し上げます。

　また、亡くなられた方々のご冥福をお祈りするとともに、深い悲しみにあるご家

族や関係者の皆様に衷心よりお悔やみ申し上げます。

　被災地では、未だ安否不明の方が多数おられます。その方々がご無事であることと、

一刻も早く再会できることを心より願っております。また、負傷された方々など困

難な状況にある被災者の皆様に思いを寄せてまいります。

　被災地での救助、支援に当たられる関係者の皆様に対して、心から応援申し上げ、

加盟団体と協力し、全力を挙げて復興に向けた支援を行ってまいります。

平成23年３月13日　　

全日本仏教会　　
　会長　河野　太通

本
会
﹃
救
援
基
金
﹄
よ
り
、

被
災
者
支
援
に
一
千
万
円
を
拠
出

　

本
会
で
は
国
内
外
に
お
け
る
災
害
救

援
や
人
道
的
支
援
等
に
対
し
、
緊
急
且

つ
迅
速
な
対
応
を
す
べ
く「
救
援
基
金
」

を
常
時
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
の
大
災
害
に
対
し
て
も
、
三
月

十
六
日
に
救
援
基
金
の
約
三
分
の
二
に

あ
た
る
一
千
万
円
を
、
被
災
地
の
皆
様

の
た
め
に
有
効
に
使
っ
て
頂
け
る
よ
う
、

日
本
赤
十
字
社
に
寄
託
し
ま
し
た
。
今

後
も
救
援
基
金
の
募
集
及
び
被
災
者
支

援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。（
関
連
八

頁
）

　

ま
た
本
会
は
三
月
十
五
日
に
被
災
者

へ
情
報
提
供
を
目
的
と
し
て
、
加
盟
団

体
に
対
し
て
各
団
体
が
行
っ
て
い
る
被

災
者
支
援
に
関
す
る
情
報
の
提
供
依
頼

を
行
い
ま
し
た
。
取
り
ま
と
め
た
被
災

者
支
援
に
関
す
る
情
報
は
今
後
、
本
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
機
関
誌
﹃
全
仏
﹄

に
て
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

 

（
関
連
三
・
四
・
五
頁
）

全
日
本
仏
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.jbf.ne.jp/
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東北地方太平洋沖地震
及び長野県北部で発生した地震の

被災者の皆様へ



　

世
界
中
で
起
き
て
い
る
多
く
の
諸
問
題
が
世
界
の
平
和
と
安
定
を
揺
る
が
す

今
日
、
こ
れ
ほ
ど
悲
惨
で
か
つ
て
な
い
規
模
の
自
然
災
害
の
前
で
人
間
が
い
か

に
無
力
で
あ
る
か
、
ま
た
同
時
に
私
た
ち
が
民
族
の
壁
を
越
え
家
族
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
認
識
い
た
し
ま
し
た
。

　

家
や
職
場
、
生
活
基
盤
が
破
壊
さ
れ
、
そ
し
て
何
よ
り
も
人
々
の
幸
せ
が
壊

さ
れ
る
の
を
見
て
、
心
痛
な
思
い
で
あ
り
ま
す
。
愛
す
る
家
族
を
亡
く
さ
れ
た

方
々
の
悲
し
み
を
思
う
と
、
た
だ
哀
惜
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。
被
災
し
た
方
々

の
一
刻
も
早
い
ご
回
復
の
た
め
、
適
切
な
支
援
を
得
ら
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
願

い
ま
す
。

　

復
興
は
長
期
に
わ
た
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
問
題
で
は

な
く
、
可
能
な
限
り
私
た
ち
も
ご
支
援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
い
な
る
危
機
に
人
々
が
苦
し
ん
で
い
る
時
、
そ
こ
に
人
種
、
宗
教
、
文
化

の
隔
た
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
さ
れ
た
方
々
は
、
私
た
ち
自
身
の
愛
す
る
家

族
や
友
人
と
何
ら
変
わ
ら
な
い
の
で
す
。
Ｗ
Ｆ
Ｂ
メ
ン
バ
ー
お
よ
び
世
界
中
の

人
々
が
日
本
の
悲
痛
を
思
い
哀
し
み
、
共
に
分
か
ち
合
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
て
下
さ
い
。

　

世
界
中
か
ら
届
い
て
い
る
お
見
舞
い
や
お
悔
や
み
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
人
類

が
互
い
に
愛
す
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
長
い
歴
史
の
中
で
、
大
き
な
苦
境
に
何
度
も
立
ち
向
か
い
、
不
屈
の

精
神
と
高
い
能
力
を
持
っ
て
そ
の
都
度
乗
り
越
え
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
一

刻
も
早
い
復
興
を
心
か
ら
願
う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
世
界
の
国
々
が
繋
が
っ
て
い
る
今
日
、
一
国
の
叫
び

は
世
界
中
に
響
き
渡
り
ま
す
。
こ
の
度
の
大
惨
事
は
全
て
の
人
類
に
関
わ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。
犠
牲
者
の
方
々
へ
衷
心
よ
り
哀
悼
の
意
を
表
し
、
日
本
の
皆

様
と
共
に
悲
し
み
、
祈
り
、
目
の
前
の
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
　

仏
法
の
も
と
敬
意
を
こ
め
て
。

Ｗ
Ｆ
Ｂ（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）会
長　
　
　
　

パ
ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
と
津
波
に
関
し
て

　

Ｗ
Ｆ
Ｂ（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）パ
ン
・
ワ
ナ
メ
ッ
テ
ィ
会
長
よ
り

�

日
本
の
方
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
三
月
十
一
日
）

　

今
回
の
大
震
災
に
際
し
て
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ

で
は
三
月
十
二
日
、
世
界
中
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ

地
域
セ
ン
タ
ー
に
救
援
の
為
の
支
援
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｗ
Ｆ
Ｂ
に
常
設
さ
れ
て
い
る

人
道
支
援
基
金
よ
り
一
千
万
円
を
本
会

宛
に
寄
託
、
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー

事
務
総
長
よ
り
百
万
円
を
寄
託
頂
き
ま

し
た
。
今
後
、
仏
教
系
Ｎ
Ｇ
Ｏ
団
体
と

協
力
の
上
、
災
害
支
援
に
役
立
た
せ
て

頂
き
ま
す
。

海
外
宗
派
・
仏
教
会
よ
り
の

　

お
見
舞
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
到
着

韓
國
佛
敎
宗
團
協
議
會「
日
本
の
皆
様
へ
」

大
韓
仏
教
曹
溪
宗　

總
務
院
よ
り
「
日

本
地
震
津
波
の
惨
事
に
対
す
る
哀
悼

文
」

大
韓
仏
教
天
台
宗　

總
務
院
長
よ
り

「
日
本
の
地
震
津
波
の
犠
牲
者
に
対
す

る 

哀
悼
文
」

韓
国
仏
教
太
古
宗　

總
務
院
長
よ
り

「
哀
悼
文
」

大
韓
仏
教　

眞
覺
宗
「
哀
悼
文
」

世
界
仏
教
大
学
（
Ｗ
Ｂ
Ｕ
）
よ
り
、
哀

悼
の
意
を
示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

全
セ
イ
ロ
ン
仏
教
会
議
よ
り
、
哀
悼
の

意
を
示
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

そ
れ
ぞ
れ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
頂
き
ま
し

た
。
全
文
は
全
日
本
仏
教
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
掲
載
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

各
加
盟
団
体
よ
り

　
　

本
会
「
救
援
基
金
」
へ
寄
託

金
峯
山
修
験
本
宗　

五
百
万
円

西
山
浄
土
宗　
　
　

二
百
万
円
を
予
定

臨
済
宗
建
長
寺
派　

一
千
万
円

新
潟
県
仏
教
会　
　
　

五
万
円

栃
木
県
仏
教
会　
　
　

百
万
円

岡
山
県
佛
教
会　
　
　

十
万
円

Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）

人
道
支
援
基
金
よ
り　

一
千
万
円

Ｗ
Ｆ
Ｂ
パ
ロ
ッ
プ
・
タ
イ
ア
リ
ー

事
務
総
長　
　
　
　
　
　

百
万
円

　

今
後
も
広
く
募
金
を
呼
び
か
け
て
い

く
。（
関
連
八
頁
）

Ｗ
Ｆ
Ｂ（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）か
ら
、

　
　
　
　

世
界
各
国
に
支
援
要
請
と

人
道
支
援
基
金
一
千
万
円
を
拠
出
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本
会
加
盟
団
体
、
及
び
関
連
団
体
の

被
災
地
支
援
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

　

既
に
現
地
で
は
加
盟
団
体
・
各
寺
院

が
様
々
な
支
援
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
三
月
二
十
二
日
現
在
で
確
実
に

確
認
が
取
れ
た
情
報
の
み
を
掲
載
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
関
し
ま

し
て
は
全
日
本
仏
教
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
下
さ
い
。

http://w
w

w
.jbf.ne.jp

炊
き
出
し
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

の
支
援
情
報

【
宮
城
県
東
松
島
市
の
有
志
僧
侶
】

（
三
月
十
七
日
現
在
）

　

塩
竃
火
葬
場
で
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
方
へ
の
読
経
奉
仕
を
行
っ
て
い
る
。

参
加
寺
院

西
園
寺
・
慈
雲
寺
・
金
剛
寺
・
天
祥
寺
・

松
林
寺
・
願
成
寺
・
東
園
寺
（
臨
済
宗

妙
心
寺
派
）・
福
定
寺（
曹
洞
宗
）・
雲

上
寺（
浄
土
宗
）・
楊
岐
寺
・
玉
川
寺（
曹

洞
宗
）法
性
院（
曹
洞
宗
）・
慈
雲
寺（
曹

洞
宗
）・
化
度
寺
（
曹
洞
宗
）・
葬
儀
社

ご
ん
き
や
・
白
寿
殿

高
野
山
真
言
宗（
三
月
二
十
二
日
現
在
）

　

三
月
十
四
日
、
災
害
対
策
本
部
を
高

野
山
東
京
別
院
に
設
置
決
定
。
三
月
十

八
日
、
い
わ
き
市
の
避
難
所
九
カ
所
に

救
援
物
資
を
届
け
た
。（
食
糧
・
ガ
ソ

リ
ン
・
水
・
発
電
機
・
投
光
器
・
使
い

捨
て
カ
イ
ロ
等
）

真
言
宗
豊
山
派（
三
月
二
十
二
日
現
在
）

　

東
日
本
大
災
害
災
害
対
策
室
を
設
置
。

真
言
宗
豊
山
派
仏
教
青
年
会
と
連
携
し

被
害
状
況
を
調
査
・
確
認
中

浄
土
宗
（
三
月
十
五
日
現
在
）

　

東
京
・
千
葉
・
埼
玉
・
神
奈
川
・
静

岡
の
五
教
区
に
お
い
て
、
被
災
者
受
け

入
れ
を
行
っ
て
く
れ
る
寺
院
を
募
集
中
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派（
三
月
十
六
日
現
在
）

　

三
月
十
四
日
、
復
旧
支
援
隊
が
石
巻

市
被
災
地
に
入
り
避
難
所
の
石
巻
市
立

女
子
高
校
並
び
に
県
立
石
巻
高
校
へ
、 

飲
料
水
や
食
料
品
を
届
け
る
。
ま
た
、

仙
台
別
院
前
に
て
炊
き
出
し
を
行
っ
た
。

曹
洞
宗
（
三
月
二
十
二
日
現
在
）

　

三
月
十
二
日
、
曹
洞
宗
災
害
対
策
本

部
を
設
置
。
十
六
日
か
ら
二
十
二
日
ま

で
、
曹
洞
宗
災
害
対
策
本
部
員
の
神
野

財
政
部
長
が
シ
ャ
ン
テ
ィ
国
際
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
会
（
Ｓ
Ｖ
Ａ
）
職
員
と
被
災
地

に
入
り
、
地
震
災
害
の
情
報
収
集
を
行

う
。
青
年
会
等
で
は
、
被
災
地
に
救
援

物
資
を
届
け
る
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

日
蓮
宗
（
三
月
二
十
日
現
在
）

　

岩
手
県
内
に
於
い
て
避
難
者
の
受
け

入
れ
を
行
っ
て
い
る
。
下
閉
伊
郡
の
善

慶
寺
七
十
七
名
、
釜
石
市
の
仙
寿
院
約

七
百
名
、
大
船
渡
市　

本
増
寺
に
て
。

　問
い
合
わ
せ
先

　

〇
三
─
三
七
五
一
─
七
一
八
一

　

日
蓮
宗
宗
務
院
内
災
害
対
策
本
部

長
野
県
仏
教
会
（
三
月
十
五
日
現
在
）

　

上
伊
那
仏
教
会
青
年
部
が
三
月
二
十

一
日
〜
二
十
五
日
、
石
巻
市
に
て
炊
き

出
し
を
実
施
。
一
日
一
〇
〇
〇
食
、
合

計
五
〇
〇
〇
食
に
て
実
施
。

　

そ
の
他
、
現
地
に
て
ガ
レ
キ
撤
去
活

動
を
行
う
。

全
日
本
仏
教
青
年
会（
三
月
二
十
二
日
現
在
）

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
活
動
。

各
被
災
地
に
お
い
て
炊
き
出
し
、
配
給

活
動
等
行
う
。
現
在
、
現
地
会
員
に
よ

り
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
調
査
。
必
要
物
資

を
搬
入
。

避
難
者
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

 

（
三
月
十
七
日
現
在
）

　

千
葉
県
松
戸
市
役
所
防
災
課
に
て
、

福
島
県
か
ら
の
避
難
者
の
受
け
入
れ
を

行
っ
て
く
れ
る
寺
院
を
募
集
中
。
現
在

東
漸
寺
が
二
十
一
名
、
栄
松
寺
が
二
十

五
名
を
受
け
入
れ
て
い
る
。（
電
話 

〇

四
七
―
三
六
六
―
七
三
〇
九
防
災
課
担

当　

谷
口
様
）

　

こ
う
し
た
各
寺
院
の
避
難
者
受
け
入

れ
に
関
し
て
、本
会
で
は
行
政
よ
り
要
請

を
頂
き
協
力
寺
院
を
募
集
す
る
、と
い
う

形
で
の
協
力
を
今
後
進
め
て
い
く
予
定
。

救
援
物
資
搬
送
、
現
地
に

入
っ
て
の
支
援
活
動
等
の
情
報 

念
法
眞
教
（
三
月
二
十
日
現
在
）

　

災
害
対
策
本
部
（
金
剛
寺
内
）
を
設

置
し
、
末
寺
で
あ
る
鹿
沼
念
法
寺
（
栃

各
加
盟
団
体
の
被
災
地
支
援
状
況
に
つ
い
て
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木
県
）
へ
現
地
本
部
を
設
置
し
て
情
報

収
集
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
長
靴
二
〇

〇
足
・
水
（
五
〇
〇
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）

九
六
〇
本
・
毛
布
六
〇
枚
・
義
援
金
を

「
関
西
仏
教
懇
話
会
救
援
隊
」
へ
託
し

現
地
へ
寄
託
。
他
、
支
援
物
資
（
米
・

水
・
毛
布
・
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
・

長
靴
）
の
準
備
を
完
了
し
、
大
阪
市
か

ら
の
受
け
入
れ
体
制
を
待
っ
て
順
次
支

援
を
行
う
。

浄
土
宗
（
三
月
十
八
日
現
在
）

　

福
島
県
河
沼
郡
の
光
明
寺
を
拠
点
と

し
て
災
害
救
援
物
資（
毛
布
・
水
・
そ
の

他
）
を
搬
送
、
現
地
に
て
配
布
を
行
う
。

真
宗
大
谷
派
（
三
月
二
十
二
日
現
在
）

　

職
員
を
被
災
地
域
へ
派
遣
し
、
三
月

十
二
日
に
災
害
救
援
物
資
（
タ
オ
ル
・

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
等
）
を
搬
送
。

　

翌
十
三
日
災
害
救
援
物
資
（
毛
布
・

水
・
タ
オ
ル
・
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
等
）

の
搬
送
。
十
四
日
以
降
も
、
災
害
救
援

物
資（
第
三
陣
）を
追
加
搬
送
す
る
予
定
。

現
地
で
物
資
の
配
付
や
復
興
に
向
け
て
、

各
寺
が
被
災
者
へ
様
々
な
活
動
を
協
力

し
な
が
ら
行
っ
て
い
る
。
宗
派
諸
施
設

及
び
別
院
・
寺
院
教
会
に
お
い
て
被
災

者
の
受
け
入
れ
を
開
始
。
詳
細
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
諸
施
設

に
直
接
問
い
合
わ
せ
を
。

全
国
浄
土
宗
青
年
会（
三
月
十
八
日
現
在
）

　

セ
カ
ン
ド
ハ
ー
ベ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン

（http://w
w

w
.2hj.org

）を
経
由
し
て
、

各
地
区
で
収
集
し
た
物
資
の
送
付
を
三

月
十
四
日
か
ら
開
始
。
ま
た
、
総
本
山

知
恩
院
と
協
力
し
、
二
十
二
万
個
の
携

帯
用
カ
イ
ロ
、
飲
料
水
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
水
・
お
茶
各
一
万
本
）、
毛
布
を

被
災
地
に
届
け
る
。

臨
済
宗
妙
心
寺
派（
三
月
十
六
日
現
在
）

　

宗
務
本
所
よ
り
慰
問
調
査
団
が
被
災

地
入
り
し
、
福
島
県
郡
山
市
建
福
寺
・

宮
城
県
宮
城
郡
利
府
町
天
祥
寺
に
災
害

対
策
本
部
を
設
置
。
避
難
所
と
し
て
定

林
禅
寺
が
約
四
百
人
、
華
藏
寺
が
約
百

人
を
受
け
入
れ
中
。

法
華
宗
本
門
流
（
三
月
十
五
日
現
在
）

　

北
茨
城
市
成
顕
寺
が
避
難
所
と
な
っ

て
お
り
、
救
援
物
資
を
輸
送
中
。 

Ｗ
Ｆ
Ｂ
（
世
界
仏
教
徒
連
盟
）

　

世
界
各
国
の
Ｗ
Ｆ
Ｂ
セ
ン
タ
ー
に
対

し
、
日
本
の
震
災
に
際
し
て
支
援
を
要

請
。（
関
連
三
頁
）

安
否
情
報
、

　被
害
情
報
等
に
つ
い
て

　

各
宗
派
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
安
否

情
報
の
掲
載
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

被
害
情
報
や
災
害
情
報
の
連
絡
フ
ォ
ー

ム
を
用
意
し
て
い
る
宗
派
も
多
数
。
三

月
二
十
二
日
現
在
で
高
野
山
真
言
宗
・

真
言
宗
智
山
派
・
真
言
宗
豊
山
派
・
浄

土
宗
・
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
・
真
宗
大

谷
派
・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
・
曹
洞
宗
・

日
蓮
宗
が
掲
載
及
び
情
報
収
集
を
行
っ

て
い
る
。

日
本
赤
十
字
等
の
支
援
団
体
へ

　直
接
寄
託
を
行
っ
た
団
体

天
台
宗

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
中
央
共
同
募
金
会
に
三
千

万
円
を
三
月
十
六
日
に
寄
託

真
言
宗
豊
山
派

　
「
福
祉
基
金
」
よ
り
義
捐
金
五
百
万

円
を
日
本
赤
十
字
社
に
寄
託

真
言
宗
善
通
寺
派

　

二
十
九
万
六
千
三
百
九
十
四
円
（
三

月
十
五
日
現
在
）
の
義
捐
金
を
四
国
新

聞
社
を
通
じ
て
、
日
本
赤
十
字
へ
寄
託
。

今
後
、
本
山
・
職
員
か
ら
も
義
捐
金
寄
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託
の
予
定
。

浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派

　

日
本
赤
十
字
社
へ
寄
託 

浄
土
宗
西
山
深
草
派

　

百
万
円
を
予
定
（
法
然
上
人
八
百
回

御
遠
忌
法
要
で
救
援
募
金
及
び
本
山
拠

出
金
）
ま
た
、
新
京
極
商
店
組
合
と
の

共
催
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
救
援
金
募
金
活
動
を
予
定 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派

　

東
北
教
区
及
び
東
京
教
区
に
設
置
し

た
現
地
緊
急
災
害
対
策
本
部
に
一
時
見

舞
金
三
千
万
円
交
付
を
決
定

曹
洞
宗

　

曹
洞
宗
義
援
金
よ
り
一
千
万
円
を
日

本
赤
十
字
社
に
寄
託
。
福
島
・
宮
城
・

岩
手
の
各
宗
務
所
に
救
援
活
動
費
三
百

万
円
を
支
出
す
る

　

引
き
続
き
、
本
会
で
は
加
盟
団
体
の

支
援
情
報
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
メ

ー
ル
、
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
情
報
を
お

寄
せ
下
さ
い
ま
せ
。

全
日
本
仏
教
会　

広
報
文
化
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
３
─３
４
３
７
─３
２
６
０

kouho@
jbf.ne.jp



　

日
本
宗
教
連
盟
（
山
北
宣
久
理
事

長
）
は
二
月
二
十
五
日
、
標
記
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
國
學
院
大
學
に
て
開
催
、
宗

教
者
・
一
般
参
加
者
約
二
〇
〇
名
が
参

集
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
は
、

◦ 

久
具
宏
司
氏
（
東
京
大
学
医
学
部
附

属
病
院
講
師
）

◦ 

今
岡
達
雄
氏
（
浄
土
宗
総
合
研
究
所

主
任
研
究
員
）

◦ 

根
津
八
紘
氏
（
諏
訪
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

◦ 

金
子
昭
氏
（
天
理
大
学
お
や
さ
と
研

究
所
教
授
）

◦ 

柘
植
あ
づ
み
氏
（
明
治
学
院
大
学
社

会
学
部
社
会
学
科
教
授
）

の
五
名
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

島
薗
進
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社

会
系
研
究
科
教
授
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
よ
り
医
療
、
科
学
の
視
点
と
宗
教
的

な
視
点
を
交
え
つ
つ
討
議
が
進
行
さ

れ
た
。

　

久
具
氏
は
、
代
理
出
産
に
関
す
る
多

く
の
問
題
の
中
で
も
代
理
懐
胎
を
依

頼
す
る
女
性
（
適
応
者
）
に
明
確
な
基

準
が
無
い
こ
と
を
指
摘
し
、「
適
応
者

に
つ
い
て
合
理
的
な
根
拠
を
示
す
事
が

難
し
い
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
が
少
な
い
こ
と
か

ら
リ
ス
ク
を
正
確
に
予
測
で
き
な
い
事

に
も
触
れ
た
上
で
、「
代
理
出
産
を
や

っ
て
い
い
の
か
を
倫
理
、
宗
教
、
民
俗

の
視
点
か
ら
新
た
な
議
論
を
期
待
し
た

い
」
と
代
理
出
産
に
慎
重
な
立
場
を
示

し
た
。

　

根
津
氏
は
実
際
に
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
設
け
代
理
出
産
を
行
っ
て
い
る

が
、
患
者
と
真
摯
に
向
き
合
っ
た
結
果

と
強
調
。
も
し
国
内
の
代
理
出
産
を
禁

止
し
て
も
海
外
渡
航
し
て
の
代
理
出
産

は
止
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、「
営
利
目

的
や
商
業
目
的
に
よ
る
代
理
出
産
を
禁

止
す
る
国
内
の
法
整
備
を
」
と
訴
え
た
。

　

今
岡
氏
は
百
四
十
六
教
団
を
対
象
に

平
成
二
十
二
年
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
報
告
。
多
く
の
教
団
が
こ
の
分

野
の
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
事
を
明
ら

か
に
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、「
い

の
ち
の
始
ま
り
」
に
つ
い
て
は
教
義
上

で
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
積
極

的
な
発
言
が
難
し
い
の
で
は
、
と
い
う

見
解
を
示
し
た
。

　

金
子
氏
は
「
生
殖
は
夫
婦
の
努
力
の

範
囲
に
限
定
す
る
の
が
本
来
の
立
場
」

で
あ
り
、
大
切
な
の
は
単
に
産
む
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
育
て
て
成
人
へ
と
向

か
わ
せ
る
事
が
重
要
だ
、
と
代
理
出
産

に
反
対
の
立
場
を
示
し
た
。
宗
教
団
体

で
行
っ
て
い
る
、
虐
待
な
ど
で
親
元
で

暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
達
を
育
て
る
活
動

を
紹
介
し
、「
宗
教
は
心
魂
の
救
済
の

根
本
に
立
ち
返
っ
て
、
幸
せ
な
生
き
方
、

多
様
な
生
き
方
の
選
択
肢
を
提
示
す
べ

き
」
と
述
べ
た
。

　

柘
植
氏
は
女
性
が
「
産
め
な
い
」
こ

と
に
対
し
、
男
性
や
社
会
が
差
別
意
識

を
持
っ
て
い
な
い
か
を
問
う
と
共
に
、

諸
外
国
の
代
理
出
産
等
の
具
体
的
事
例

に
関
し
て
紹
介
。「
代
理
出
産
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
な
社
会
を

築
い
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
」
と
述

べ
た
。

　

各
氏
の
発
表
の
後
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
・
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
、「
社

会
は
欲
望
を
解
放
す
る
装
置
だ
が
、
人

間
の
成
熟
が
問
わ
れ
る
。
そ
の
ブ
レ
ー

キ
は
宗
教
で
は
な
い
か（
金
子
氏
）」「
海

外
で
は
、
結
局
お
金
で
な
ん
と
か
な
る
、

も
し
く
は
何
と
か
す
る
ケ
ー
ス
も
多
い

（
柘
植
氏
）」

　

等
々
、
様
々
な
立
場
か
ら
の
意
見
及

び
質
問
に
対
す
る
回
答
が
行
わ
れ
、
約

四
時
間
に
渡
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
閉
会
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
し
た
日
本

宗
教
連
盟
で
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

内
容
や
、
当
日
行
え
な
か
っ
た
質
疑
応

答
に
つ
い
て
収
録
し
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
予
定
。
配
布
に
関
し
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
後
日
告
知
す
る
。

日
本
宗
教
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w

w
.jaoro.or.jp/

日
本
宗
教
連
盟
主
催　

第
五
回
宗
教
と
生
命
倫
理
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
代
理
出
産
」の
問
題
点
を
考
え
る�

─
生
殖
補
助
医
療
と
い
の
ち
の
尊
厳
─
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事
務
総
局
録
事

　

二
月
（
十
五
日
～
二
十
八
日
）

十
六
日
▼
大
和
証
券
来
局

十
八
日
▼ 

ス
リ
ラ
ン
カ
名
誉
総
領
事
メ

ダ
ガ
マ
＝
ガ
マ
ゲ
＝
ス
ギ
ル

氏
他
三
名
来
局

二
十
一
日
▼
オ
メ
ガ
コ
ム
来
局

　
　
　
　

▼
東
映
来
局

二
十
二
日
▼ 

全
日
本
葬
祭
業
協
同
組
合

連
合
会
と
懇
談
会
（
品
川

プ
リ
ン
ス
）

二
十
三
日
▼ 

Ｂ
Ｎ
Ｎ
事
業
推
進
会
議
出

席
（
長
専
寺
）

　
　
　
　

▼ 

自
由
民
主
法
曹
団
二
月
定

例
会
出
席
（
自
由
民
主
党

本
部
）

　
　
　
　

▼ 

宗
教
法
人
審
議
会
出
席

（
文
化
庁
宗
務
課
）

二
十
四
日
▼ 

部
落
解
放
・
人
権
研
究
所

第
七
三
回
総
会
出
席
（
リ

バ
テ
ィ
お
お
さ
か
）

　
　
　
　

▼ 

無
料
法
律
相
談
（
長
谷
川

法
律
事
務
所
）

二
十
五
日
▼ 

浄
土
門
主
・
知
恩
院
門
跡

伊
藤
唯
眞
猊
下
晋
山
奉
告

法
要
大
矢
副
会
長
参
列

（
知
恩
院
）
祝
賀
会
出
席

（
ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ

ル
京
都
）

　
　
　
　

▼ 

日
本
宗
教
連
盟
主
催
第
五

回
宗
教
と
生
命
倫
理
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
─「
代
理
出
産
」

の
問
題
点
を
考
え
る
─
出

席
（
國
學
院
大
學
常
盤
松

ホ
ー
ル
）

　

三
月
（
一
日
～
十
五
日
）

一
日
▼
局
内
会
議

二
日
▼ 

部
落
解
放
・
人
権
政
策
確
立
要

求
中
央
実
行
委
員
会
第
二
十
八

回
拡
大
役
員
会
出
席
（
松
本
治

一
郎
記
念
会
館
）

　
　

▼ 

自
民
党
「
日
本
を
立
て
直
す
懇

談
会
」出
席（
自
由
民
主
党
本
部
）

　
　

▼
損
保
ジ
ャ
パ
ン
来
局

　
　

▼
第
四
回
国
際
交
流
審
議
会

三
日
▼ 

部
落
解
放
同
盟
第
六
八
回
全
国

大
会
出
席
（
九
段
会
館
）

　
　

▼
浄
土
宗
宗
議
会
事
業
説
明
出
席

　
　

▼ 

全
日
本
仏
教
青
年
会
主
催
Ｔ
Ｅ

Ｒ
Ｒ
Ａ
へ
祈
る
（
恵
比
寿
ガ
ー

デ
ン
ホ
テ
ル
） 

後
援

　
　

▼ 

平
成
二
十
二
年
度
第
三
回
広
報

委
員
会
（
Ｔ
ジ
ョ
イ
京
都
）

　
　

▼ 

「
手
塚
治
虫
の
ブ
ッ
ダ
」
試
写

会
（
同
）

　
　

▼ 

平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
事
務

総
局
連
絡
会
議
（
同
）

　
　

▼ 

平
成
二
十
二
年
度
京
都
宗
教
記

者
懇
談
会 

四
日
▼ 

妙
心
寺
ツ
ア
ー
協
力
寺
院
挨
拶

回
り

七
日
▼ 

臨
済
宗
天
龍
寺
派
宗
務
総
長
と

面
談

　
　

▼ 

河
野
太
通
会
長
・
東
映
岡
田
裕

介
社
長
対
談
（
妙
心
寺
）

　
　

▼
第
四
回
宗
教
教
育
推
進
委
員
会

八
日
▼
日
蓮
宗
宗
議
会
出
席

　
　

▼
民
主
党
山
根
議
員
来
局

　
　

▼
国
連
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
協
会
来
局

　
　

▼ 

栃
木
県
仏
教
会
塚
田
理
事
長
来

局

九
日
▼
東
映
来
局

　
　

▼ 

前
進
座
創
立
八
〇
周
年
記
念
祝

賀
会
出
席
（
東
京
會
舘
）

　
　

▼ 

近
畿
府
県
仏
教
会
連
絡
会
議
・

関
西
支
局
運
営
委
員
会
・
局
内

会
議
出
席
（
京
都
近
又
）

　
　

▼ 

朝
日
ビ
ジ
ネ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
来
局

　
　

▼ 

強
制
連
行
・
企
業
責
任
追
及
裁

判
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
杉

氏
・
持
橋
氏
来
局

十
日
▼ 

春
季
慰
霊
大
法
要
参
列
（
東
京

都
慰
霊
堂
）

十
一
日
▼
第
二
回
事
業
推
進
会
議

　
　
　

▼ 

東
日
本
大
震
災
発
生
の
た
め
、

帰
宅
困
難
者
へ
の
援
助
活
動

（
明
照
会
館
に
お
い
て
）

十
三
日
▼
災
害
対
策
臨
時
局
内
会
議

十
四
日
▼
日
本
赤
十
字
社
訪
問

　
　
　

▼
東
映
来
局

　
　
　

▼
四
季
社
来
局

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
こ
の
た
び
の
大
地
震
と
そ
れ
に
続
く

津
波
に
よ
り
被
災
を
受
け
ら
れ
た
す

べ
て
の
皆
様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

三
月
十
一
日
。
日
本
に
住
む
私
た
ち

に
と
っ
て
、
忘
れ
ら
れ
な
い
日
と
な
り

ま
し
た
。
私
は
埼
玉
県
で
講
演
が
あ
り
、

話
し
終
わ
っ
た
一
分
後
に
地
震
が
起
き

ま
し
た
。
今
ま
で
体
験
し
た
こ
と
の
な

い
大
き
な
揺
れ
に
、
会
場
の
み
な
さ
ん

も
慌
て
て
外
へ
避
難
し
、
私
も
近
く
の

お
寺
さ
ん
へ
避
難
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

余
震
が
続
く
中
、
寝
た
の
か
寝
て
い

な
い
の
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
迎
え
た
朝
。

外
に
出
る
と
、
朝
日
が
と
て
も
き
れ
い

に
輝
い
て
い
ま
し
た
。
い
つ
も
通
り
、

キ
ラ
キ
ラ
と
。
残
酷
な
よ
う
に
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
「
自
然
」
な

の
だ
と
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。

　

人
間
は
、
い
ろ
ん
な
技
術
を
身
に
つ

け
て
、
ま
る
で
万
能
に
な
っ
た
か
の
よ

う
な
錯
覚
を
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り

ま
す
。
で
も
、
私
た
ち
は
「
大
自
然
」

の
中
で
生
き
て
い
る
。
当
た
り
前
の
こ

と
だ
け
れ
ど
、
つ
い
忘
れ
そ
う
に
な
る

こ
の
事
実
が
、
心
に
ズ
シ
ン
と
響
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も

朝
日
は
必
ず
昇
る
と
い
う
こ
と
。
被
災

地
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
々
に
一
日
も
は

や
く
、
安
心
で
き
る
毎
日
が
戻
り
ま
す

よ
う
に
。
ど
う
か
希
望
を
捨
て
ず
に
い

て
い
た
だ
け
た
ら
と
、
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

仏
像
ガ
ー
ルR
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栃木県仏教会より救援基金への寄付
　３月８日本会へ救援基金として100万円の寄付を、栃木県仏教会理事長塚田宗雄師より頂戴し、戸松
義晴事務総長に手交いただきました。
　先般開催された第41回全日本仏教徒会議栃木大会において集められた大切な浄財を、災害救援や人
道的支援に迅速に対応するべく「是非ともお役立て頂きたい」とのお言葉を塚田師より頂戴致しました。

「救援基金」寄付者名（2月1日～3月23日）
WFB人道支援基金・パロップ・タイアリーWFB事務総長・栃
木県仏教会・新潟県仏教会・岡山県佛教会・財）国際仏教興隆協
会・金峯山寺・建長寺・西山浄土宗 東光寺・柳浦俊静・小坂井
左千雄・株式会社 福生・心光院・正本乗光・霊岩寺 川橋正秀・
中村澄枝・松山公顯・Hakuin-Zen-Gemeinschaft Deutschland
 （順不同・敬称略）

（合計 29,366,110円）ご支援誠に有り難うございました。

東北地方太平洋沖地震及び長野県北部で発生した
地震に関する救援基金募集のお知らせ

　平成23年３月11日に宮城県沖で起きた大地震と大津波、及び12日未明に長野県北部で発生した大地
震にて、被災にあわれた方々に心よりお見舞いを申し上げます。現在、多くの被災者への物心両面で
の救援が火急に必要とされる状況下にあります。
　本会では国内外における災害救援や人道的支援等に対し、緊急且つ迅速な対応をすべく「救援基金」
を常時開設しております。今回の大災害に対しても、３月16日に救援基金の約３分の２にあたる１千
万円を、被災地の皆様のために有効に使って頂けるよう、日本赤十字社に寄託しました。今後も、現
地の被災者に最も役立つ方法を仏教系NGO団体等と協力しつつ、被災者支援を継続して行っていきます。
　ついては今回の大災害に対し、加盟団体、各ご寺院、檀信徒、門信徒のみなさま、そして宗派・宗
教を超えて、みなさまの温かい浄財をお寄せ頂ければ幸いです。

　尚、救援金は下記口座までお寄せ頂きますようお願い申しあげます。

※指定寄付の場合は「東日本大地震」と振替票にご記入ください。
合　掌

記　　　　　　　　　　
郵便振替口座
口座番号：００１１０−９−７０４８３４
口座名義：全日本仏教会救援基金

お問い合わせ先
財団法人 全日本仏教会事務総局
電　話　０３−３４３７−９２７５
ＦＡＸ　０３−３４３７−３２６０
※救援・復興支援状況は全仏誌及び本会ホームページで逐次報告させていただきます。

陸前高田市：被災の様子（慈恩寺）




